
学校評価状況の分析・改善 （１２実施）　　　白山市立鳥越中学校
「よくあてはまる」で評価

※　評価の観点による実現状況の達成度判定基準は，Ａ～Ｄの４段階の基準で評価したものである。

　　　　〔ａ…よくあてはまる，ｂ…あてはまる，ｃ…あてはまらない，ｄ…まったくあてはまらない〕

※　判定は，学期の業務遂行状況を教職員による学校評価アンケートや生徒・保護者アンケートの結果をＡ～Ｄの４段階の判定基準で評価したものである。また，その分析や改善結果・学校関係者評価について記載した。

重点 経営ビジョン 具体的な取組（重点項目）
質問
紙NO.

評価の観点 達成基準 ４月 ７月 12月（現状） 結果分析・改善 学校関係者評価 次年度に向けて

Ａ Ｂ Ａ

36(97)

Ｂ Ｄ Ｄ

９
教
師

授業ではＧＩＧＡ端末等
ＩＣＴを活用している。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８５％
Ｃー８０％

90% 88% 100%

77% 100%

Ａ Ｄ Ａ

⑦
生
徒

授業での学び合いを通し
て自分の考えを持とうと
している。

ａのみ
Ａー６０％
Ｂー５０％
Ｃー４０％

51(93) 33(95)

42(94) 24(91) 27(97)
○７月評価(Check)
【評価・分析】
今年度も高見を目指して「よくあてはまる」のみで達成基準を設定したが、
「進んで課題に取り組んでいる」の項目でも「よくあてはまる」と答えた生徒は
２４％と４月の４２％から大幅に下がった。同様に「授業での学び合いを通し
て自分の考えを持とうとしている」の項目においても３３％と４月から１８％下
がってしまった。「あてはまる」までを含めると概ね良好であると考える。

【７月評価時点での成果と課題】
研究主題である「自分の考えを吟味し、表現する生徒の育成」を目指して思
考ツールやＧＩＧＡ端末を活用して必要感のある交流場面を授業の中に意識
して設定してきたことで自分の考えを持とうとしていることは成果である。し
かし、自信をもって自分の考えを持てるようにするためには、全教職員が批
判的思考力を用いる場面やそれに関わる活動においてどのような指導や学
習活動が資質や能力を育むことにつながるかを、もっと意識した授業づくり
をしていくことが課題となる。

○目標・計画の再設定(Action)
生徒たちに批判的思考力を用いさせるためには、様々な考え方が期待でき
る学習課題や日常生活と関連がある学習課題など、学習課題の設定を重視
する必要である。また、「比較する」「関連付ける」「選択する」などの考えるた
めの技法を使った学習活動は各教科共通に取り組んでいけると考える。ＧＩ
ＧＡ端末を活用するのはあくまでも手段であり、それを使うことが目的になら
ないように、研究主題を意識した授業づくりをしていく。

（前期）
ＧＩＧＡスクール構想の目標はＩＣＴに慣れ
ることである。今の中学３年生が大学入
試を受けるときはコンピューターによる出
題、回答方式のCBTが導入される。その
他の活用目的として、今まで集団の前で
発表する際に心のプレッシャーになって
いた生徒も端末の中で文字を作って、そ
れを見て発表できるのでハードルが下が
る。いろんな人の意見を聞いたり、発表
の機会が増えたりして言葉の活動が充実
する。記録として残るので、自分の学習を
見直すことができる。どの教科でもコミュ
ニケーションツールとして活用し、深い学
びにつなげたい。
自分たちで考える力が弱くなっている。い
ろんなところで指示・命令があふれてい
る。考えさせることをじゃまくさがり、先に
解決してしまうということもある。考える力
は成功体験を積み重ね、自己肯定感が
持てることで成り立っていく。褒められれ
ば主体的になり、自ら考え、必要なら仲
間と協力して、更に新しいものを築いてい
く。

【評価を終えて】
「授業では自ら進んで課題に取り組んでいる。」という項
目では、「よくあてはまる」が3%増加したが目標に届かな
かった。「授業での学び合いを通して自分の考えを持とう
としている」という項目についても同様の結果であった。
この項目において「あてはまる」まで見ると、1,2年生は
100%である。普段の授業の様子を見る限り、グループ学
習において活発な意見交換がされていることから、自己
肯定感の低さが影響していると思われる。
 
【求める生徒の姿】
・授業で自ら進んで課題に取り組んでいる生徒
 ・授業の学び合いを通して自分の考えを持とうとする生
徒

【具体的な取組】
・様々な考え方が期待できる学習課題や日常生活と関
連がある学習課題など、学習課題の設定

Ｃ Ｄ Ｄ

100%

２
　
生
き
る
力
に
つ
な
が
る
学
力
を
つ
け
る

自ら進んで学習する生
徒の育成　「知」

【１．達成された姿(ゴール)】
 ・授業で自ら進んで課題に取り組んでいる生徒
 ・授業の学び合いを通して自分の考えを持とうとす
る生徒

【２．具体的な取組(Plan)】
 ・校内研究授業の充実
 ・ＧＩＧＡスクール構想の実現

⑤
生
徒

授業では自ら進んで課題
に取り組んでいる。

ａのみ
Ａー６０％
Ｂー５０％
Ｃー４０％

８
教
師

研究主題に向けて重点を
取り入れた授業づくりを
している。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８５％
Ｃー８０％

⓭
保
護
者

学校の様子が懇談や各種
お便り、ホームページな
どでよくわかる

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

83% 94% 93%

Ｂ Ａ Ａ

3
教
師

校務分掌や主任が適切に
機能し、組織的に活動が
行われている。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

100% 90% 100%

Ａ A Ａ

❸
保
護
者

お子さんは、いじめられ
たり無視されたりするこ
となく安心して過ごして
いる。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

95% 94% 100%

Ａ Ａ Ａ

❷
保
護
者

学校はお子さんの良い所
や頑張ったことを認めて
くれる。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

87% 95% 95%

Ｂ Ａ Ａ

③
生
徒

先生は良いところや頑
張ったことを認めてくれ
る。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

100% 98% 95%

Ａ Ａ Ａ

②
生
徒

先生は悩みを聞いたり、
困ったときに相談にのっ
てくれたりする。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

91% 95% 94%

Ａ Ａ Ａ

❶
保
護
者

お子さんは、学校は楽し
いと思っている

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

87% 91% 91%

Ｂ Ａ Ａ

91% 94%
○７月評価(Check)
【評価・分析】
「学校は楽しい」という項目では生徒、保護者いずれの回答においても概ね
満足できる結果となっている。４月より生徒６％下がってはいるが、「あては
まらない」と回答した生徒は９％で、人数に換算すると６人である。この生徒
たちがどのような場面で「楽しくない」と感じているのか観察していく必要があ
る。
「先生は悩みを聞いたり、困ったときに相談にのってくれたりする」という生徒
の項目においては４月より４％向上して95％と、目標にしていた90％に到達
した。「あてはまらない」と答えた生徒の中には、元気に学校生活を送ってい
る生徒もおり、表面には出さないが誰もが悩みを抱えていると思って対応し
ていく必要がある。
「先生は良いところや頑張ったことを認めてくれる」の項目においては生徒、
保護者共に「よくあてはまる」「あてはまる」と回答した割合が９５％以上であ
り、保護者においては４月より８％向上した。目標としていた数値に達成し
た。

【７月評価時点での成果と課題】
生徒一人一人を日頃からよく観察し、長所や努力しているところを見取った
り、悩みに気づいて声をかけたりするなど、いざというときに相談できる関係
を教師自身が作っていくことが今後も大切である。また、生徒の情報を共通
理解し、どの教職員も相談に関わることができる場の設定や相談体制の見
直しを図ることが考えられる。保護者に対しては、今後も学校の方針、取組
等を通信を通して発信するとともに、保護者の声に耳を傾ける等、家庭との
連携を進めていくことが必要である。
　
○目標・計画の再設定(Action)
学校で大切にしてほしい楽しさとは、努力してできたことを喜んだり、仲間と
力を合わせて何かできたことを楽しんだりすることであるということを再度確
認する。しかし、物事に対して前向きに捉えられない生徒に対して懇談等を
通して背景から原因を解明し、学校生活に充実感をもてるように仕向けてい
く。

（前期）
毎月の生活アンケートで気になる子に対
しては懇談等を通して悩みを聞いてい
る。また、養護教諭に悩みを打ち明けて
いる生徒もいる。また、スクールカウンセ
ラーが全生徒と面談できるという小規模
校の強みを生かしている。
今年度、生徒指導の共通実践として「一
人ひとりを認める温かい声かけ」を心が
けて指導している。
（後期）
今からは個性を発揮していく時代である。
ルールは必要だが、何でなのかを理解さ
せる必要がある。ルールを前面に出して
考えさせていなかったら指示待ち人間に
なる。レールを敷かれて、「こうだよ」が多
すぎる。何でも答えは１つではなく、いろ
んな考えの人がいるから難しい問題であ
る。自分たちでルールを考えるのは時間
がかかる。
学校では道徳や学活の時間にポイントを
絞って問題に絞って議論するようにしてい
る。

【評価を終えて】
　「学校は楽しい」という項目で肯定的な回答は7月に比
べほぼ変わりないが，内訳を見ると「よくあてはまる」と答
えている生徒が11%増加している。また，「あてはまらな
い」と答えている生徒は減少している。
　同様に「困ったときに相談できる先生がいる」の項目に
おいて「よくあてはまる」が8%増加し、「先生は良いところ
や頑張ったことを認めてくれる。」の項目においても「よく
あてはまる」が9%増加している。学校生活が進むにつれ
て「楽しい」と感じ教師への信頼が高まっていることは喜
ばしいことである。
　今後も普段から生徒の様子をよく観察し，声かけをした
り，生徒からの話には丁寧に対応したりするよう全教職
員で取り組んでいきたい。
　また、保護者において「学校の様子が懇談や各種お便
り、ホームページなどでよくわかる。」の項目でも「よくあ
てはまる」が6%増加しており、「お子さんは、いじめられた
り無視されたりすることなく安心して過ごしている」の項
目が「よくあてはまる」「あてはまる」で100%につながって
いると思われる。今後も情報発信を積極的に行い、社会
に開かれた教育課程の実現を図るとともに、信頼される
学校づくりに取り組んでいきたい。
　
【求める生徒の姿】
自己肯定感、自己有用感を感じ、充実した学校生活を送
る生徒

【具体的な取組】
・「４つの生徒像」の実現に向けて、生徒の現状に応じた
計画的・具体的な取組、組織としての実践
・教職員が共通認識・共通行動するための情報共有の
場として、主任会議・職員会議の充実
・「開かれた学校」を目指し、保護者・地域への生徒の様
子や学校方針の発信
・「月予定」の見出しをホームページに追加した。

Ａ Ａ Ａ

○９月評価(Check)
【評価・分析】
組織的な学校運営については満足のいく結果となっている。

【９月評価時点での成果と課題】
全教職員が組織を意識し行動することが必要である。

○目標・計画の再設定(Action)
全教職員の共通理解を図り，主任を中心に組織的に取組を進めていく。これ
からも家庭・地域に向けた積極的な情報発信をしていく。

（前期）
日々、ブログが更新されており、学校の
様子がホームページでよく分かる。予定
についても確認できる。お便りを親に渡さ
ない子もいるので、メール配信をして直
接、保護者に予定を知らせることもしてい
る。

令和３年度

(　　)内は「よくあてはまる」「あてはまる」
合わせたポイント

１
　
学
校
経
営
の
充
実

学校評価を生かした学
校経営の充実

【１．教育目標・めざす生徒像】
　(豊かな心と向上心にあふれる生徒の育成)
○４つの生徒像の実現
・自ら進んで学習する生徒
・互いの良さを認め高め会う生徒
・心と体を鍛える生徒
・ふるさとに誇りを持つ生徒

【２．具体的な取組(Plan)】
○４つの生徒像の実現に向けて各分掌で取り組む
・確かな学力の育成
・共感的な生徒指導
・主任の機能化

①
生
徒

学校は楽しい

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

97%

A…とても良好
B…良好(目標)
C…検討が必要

D…再検討・改善



【評価を終えて】
「地域に関心を持ち、その良さを理解している」の項目で
は「よくあてはまる」のみだと3%の増加であったが、「あて
はまる」まで見ると7%増加した。また、「地域に貢献した
い」と回答した生徒も13%増加した。２学期の文化発表会
に向け、総合的な学習において地域の良さや課題につ
いて考えたこと。また、他学年の発表を聞くことを通して
地域の良さを実感したと思われる。地域についての学習
をさらに進めるとともに、地域人材を積極的に活用して愛
郷心を育んでいきたい。

【求める生徒像】
・地域に誇りを持つ生徒

【具体的な取組】
・地域教材を発掘し、地域の方々との連携によるふるさ
と教育の推進

90%

Ｂ

○７月評価(Check)
【評価・分析】
「地域に関心を持ち、その良さを理解している」の項目では「よくあてはまる」
と答えた割合は２１％も下がったものの、「あてはまる」まで含めた割合は生
徒、保護者、教職員の回答は高い評価であった。

【７月評価時点での成果と課題】
地域とのつながりが強い学校であり，家庭からの期待も高い。生徒の愛郷
心をさらに高められるように，学校生活を充実させていく必要がある。また、
行事や授業等でできるかぎり地域と連携した取組を行っていく。。

○目標・計画の再設定(Action)
生徒の愛郷心をさらに高められるよう，地域の資源や人材を学校行事に活
用する。また，活動の後は生徒に作文を書かせるなど振り返らせる機会を持
つ。

Ｄ

Ａ

100%

80%

（前期）
少人数だからのメリット、デメリットがあ
る。小さいときからの人間関係ができてい
る。高校に行ったらカルチャーショックを
受ける。高校に行ったら自己主張できる
のか心配である。同じ仲間同士での話し
合いではなく、見慣れない人と話し合い、
自分たちがやってきたことを発表する機
会を持ってみてはどうだろうか。GIGA端
末があるのでそうした取組も考えていきた
い。　　　　　　　　　　　　　　　　少人数で自
然の中である。良い環境の中で教育され
ている。ただ、交通の便が悪いのでバス
の乗り方等、将来、都会に出たときのた
めに社会性を育てる必要がある。

ａのみ
Ａー７０％
Ｂー６０％
Ｃー５０％

93%

90%ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％ Ａ

ＡＡ

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

33(88) 36(95)

90%

Ａ

80%

Ｂ

Ｄ

Ａ

90%

３
　
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
て
る

ふるさとに誇りを持つ
生徒の育成　「家庭・地

域連携」

【１．達成された姿(ゴール)】
 ・地域に誇りを持つ生徒

 【２．具体的な取組み(Plan)】
○生徒に地域の良さを知らせ，地域に参画できる生徒
   の育成
・白山麓の良さを知り，ジオパークの推進
・道徳の授業の工夫（地域教材の活用，地域GTの活
  用）
・運動会，文化祭で地域の文化に触れる
・地域の行事への積極的参加

2
2
教
師

地域への貢献意欲を高め
る指導をした。

地域に関心を持ち、その
良さを理解している。

心と体を鍛える生徒の
育成　「体」

【１．達成された姿(ゴール)】
・きちんとあいさつしている生徒
・自律清掃で自分の心を磨いている生徒

【２．具体的な取組(Plan)】
・生徒会執行部を中心としたあいさつ運動の実施
・全校集会での自律清掃に関する共通理解
・学級日誌への振り返りの記入と記入内容の全体への
  還元
・生徒会委員会による横断的運動の立案実行

⑬
生
徒

どこでも誰に対しても自
分からあいさつしてい
る。

1
7
生
徒

54(89)

2
1
教
師

地域に関心を持ち、その
良さを理解するように取
り組んだ。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

Ｃ

Ａ

100%

地域に貢献したいと考え
ている。

⑯
生
徒

Ｄ

2
0
教
師

自律清掃（無言、見つ
け）を意識した指導をし
ている。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

90% 100% 100%

Ａ Ａ Ａ

Ａ Ａ

⑮
生
徒

自律清掃（無言、見つ
け）を意識して清掃に取
り組んでいる。

ａのみ
Ａー６５％
Ｂー５０％
Ｃー３５％

62(97) 48(98) 33(100)

Ｂ Ｃ

99%

Ａ Ａ Ａ

1
8
教
師

進んであいさつができる
ように指導している。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

100% 100% 100%

97% 91%
○７月評価(Check)
【評価・分析】
地域とのつながりが深いこともあり、「あいさつ」の項目については生徒、保
護者ともに「よくあてはまる」「あてはまる」と答えた割合が高かった。自律清
掃に関する項目については４月の調査から「よくあてはまる」のみが１４％下
がる結果となった。

【７月評価時点での成果と課題】
生徒会のあいさつ運動や育友会のあいさつ運動などが成果につながってい
る。自律清掃については「あてはまる」まで含めると９８％と高い割合を示し
ているが、「よくあてはまる」の割合が下がっていることは、自律清掃への取
組についての趣旨を再度確認する必要がある。

○目標・計画の再設定(Action)
取り組みがマンネリ化してきているので、反省会の持ち方を工夫するなどし
て意識を高めていく。また、生徒会でゴミ拾い等，気付きに関する取組等を
行い，清掃の質をさらに高めていきたい。

（前期）
基本的なことをしっかりやることは、大
学、社会人になったときに役立つ。
自律清掃とは計画的にみつけ清掃をする
ことだが、基本清掃しかできていないの
が現状である。
（後期）
・河内小は形式的なものはできるが、自
然な挨拶はできない。自然な挨拶ができ
るようにして小学校から中学校につなげ
たい。
・日本人は内気な人種である。照れくさ
かったり、恥ずかしいと思ったりする。自
分から声をかけるのが恥ずかしい。そこ
で、何で挨拶するのかを子どもに考えさ
せる。「挨拶されたら気持ちよくない？」
「気持ちいいことをしてあげたいと思わな
い？」と、教員が意識して子どもに働きか
けていく。
・挨拶をして欲しかったら、自分からであ
る。
・知らない人に声をかけるのは連れ去り
事件に巻き込まれることを考えてしまう。
なんでも「～してはいけません」から入っ
てしまう。心配事はおいておく。ネガティブ
発信ではなく、ポジティブ発信をしていく。

【評価を終えて】
挨拶に関する項目については「よくあてはまる」が8%減少
している。２学期の様子を見る限り挨拶の声が小さくなっ
てきたりしていた実態が伺える。１２月中旬より生徒会執
行部で挨拶運動に取り組んできたこともあり、改善傾向
がみられるが、挨拶の声が響き合う学校を目指して、教
師からも積極的に挨拶をしていきたい。
自律清掃については「よくあてはまる」のみを見ると12%
減少したが、「あてはまる」までみると100%である。生徒
の実態を見る限り黙々と取り組んでおり、嫌なことから逃
げ出すような取組にはなっていない。今後は高いレベル
を求めすぎず、しっかりと掃除ができていることを評価
し、自信を持って「よくあてはまる」と答えられるようにして
ていきたい。

【求める生徒の姿】
・大きな声、丁寧な所作であいさつしている生徒
・自律清掃で自分の心を磨いている生徒

【具体的な取組】
・生徒会執行部を中心としたあいさつ運動の実施
・全校集会での自律清掃に関する共通理解
・生徒のやる気を引き出す教師のサポートの推進

Ａ Ａ Ｂ

91% 91%

ａ+ｂ
Ａー９５％
Ｂー８５％
Ｃー７５％

99%

お子さんは学校や地域で
元気にあいさつしてい
る。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

Ａ

⑪
保
護
者

Ａ

1
6
教
師

道徳の授業を要とした道
徳教育の工夫で、生徒に
思いやりの心が育ってき
ている。

ａ+ｂ
Ａー９５％
Ｂー８５％
Ｃー７５％

100% 89% 100%

Ａ Ｂ Ａ

98%

Ａ A Ａ

ａ+ｂ
Ａー９５％
Ｂー８５％
Ｃー７５％

97% 98% 99%

Ａ Ａ

（後期）
中学生は自分の評価を自分でうまくでき
ない。自信を持って高い評価をあげない。
そういう判断もできないのが現状である。
年齢に関係なく、失敗してもいい環境を
作ってやることが大事である。やってみ
る、手を付けてみる。そして、失敗しても
成功につなげるために寄り添ってやる。
信じて任せてあげることが大事である。後
ろ向きの姿勢で関わるのはダメである。
任せてもらえてうれしかった。失敗しても
次につなげることができて楽しかった。こ
のことが自信につながる。
良い子は何でもできるけど、失敗したとき
のことを考えてしまう。失敗してもいいや
という感覚を身に付けて欲しい。
自己肯定感を高めるために河内小では、
オープンハートアンケートの項目に「自分
には良いところがある」というのがある。
小学校の段階から自己肯定感が低い。
そこで、Ａ・Ｂ・ＣでＣにチェックした子には
担任がすぐに声をかけ、良い所を言って
あげている。子どもは気づかずに生活し
ているので、気づかせてやることも大切で
ある。
何でも手をかけすぎないことも大事であ
る。

【評価を終えて】
　「友達の良い行いや長所を見つけることができる」の項
目で「よくあてはまる」が７月よる10%増加した。生徒同士
が良いところを見つけて名前やその行為を書く「とりごえ
もんの羽」が定着してきている。また、生徒会でも強化週
間を設けて他学年の良さを見つけたり、クラス全員の名
前が書かれるようにした取組を行ったことも影響している
と思われる。
　今後も行事においては他学年に目を向けさせたり、ク
ラス全員の良さを見つけるといった生徒の意識を変えて
あげるような活動を定期的に行うなどして、自尊感情を
育むとともに他者への思いやりが自然と生まれるように
していく。

【求める生徒の姿】
・互いのよい行いや長所を見つけることができる生徒

【具体的な取組】
・毎日の生活を通して教師による働きかけの推進
・他者に対する思いやりの心を育てるための道徳授業の
取組

Ｂ Ｃ Ｂ

100% 100% 100%

Ａ

97%

互いの良いところを見つ
け、伝え合うための指導
を行っている。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％

❿
保
護
者

お子さんは，友達に対し
て，思いやりの心で行動
している。

55(96)
○７月評価(Check)
【評価・分析】
生徒，保護者，教師すべての観点で概ね高いポイントとなっており，家庭と
学校双方から相乗的に働きかけがなされていると考えられる。「友達の良い
行いや長所を見つけることができる」の項目に関しては，「よくあてはまる」と
答えた生徒の割合が４月から１８％下がり，Ｃ判定であった。

【７月評価時点での成果と課題】
生徒同士で良いところを見つけ発表し合う「とりごえもんの羽」について、生
徒の意識が高くなっていることが見て取れる。この活動を行うことによって、
生徒の自己有用感を育て、他者への思いやりが自然と生まれるように進め
ていきたい。

○目標・計画の再設定(Action)
「とりごえもんの羽」の取組は浸透しているので、質の深まり・向上を重点的
に行っていきたい。３学年の交流の機会があれば、他学年のことについて書
いたり、この期間にクラス全員の良い所や長所を見つけｔ投函しようといった
取組も考えられる。また，とりごえもんの羽以外に，各学級での取組も行うこ
とでさらに効果的になると考えられる。

⑫
生
徒

友達に対して，思いやり
の心で行動している。

ａ+ｂ
Ａー９５％
Ｂー８５％
Ｃー７５％

99%

100% 89%

63(98) 45(95)

互いの良さを認め合う
生徒の育成　「徳」

【１．達成された姿(ゴール)】
・互いの良い行いや長所を見つけることができる生徒

【２．具体的な取組み(Plan)】
 ・各学級に道徳コーナーを設置
 ・道徳掲示の充実
 ・生徒会主催で「とりごえもんの羽」（友達の良い
　 行いを伝え合うカード）の取組
 ・各学級で行事の後などに，感謝の気持や良い行動
を
  伝え合う

⑪
生
徒

友達の良い行いや長所を
見つけることができる。

ａのみ
Ａー６５％
Ｂー５０％
Ｃー３５％

1
5
教
師 Ａ Ａ

Ａ Ｂ Ａ

❼
保
護
者

お子さんは、家庭学習に
自主的に取り組んでい
る。

ａ+ｂ
Ａー８５％
Ｂー７５％
Ｃー６５％

80% 82% 88%

Ｂ Ａ

30(83) 24(91)
○７月評価(Check)
【評価・分析】
「よくあてはまる」「あてはまる」と答えた生徒は８３％だったが、「よくあてはま
る」と答えた生徒は３０％であり、４月から１９％も下がり、目標には到達しな
かった。特に１、２年生の割合の減少が顕著であった。

【７月評価時点での成果と課題】
ガリガリノートの質は全体的に高まっていることが見てとれる。部活動が本
格的になり、帰宅時間も遅くなったことで、１，２年生においては昨年度とは
違って家庭学習が十分に定着していないのではないかと考えられる。家庭
学習を充実させることが学力向上にプラスに影響すると考え、課題となる。

○目標・計画の再設定(Action)
家庭学習の取組は個人差が大きいので、個別に家庭学習の取組について
助言したりして意欲を促していく。

100%

（前期）
部活動に対する気持ちは生徒によって違
う。選択肢が少ないので自分がやりたい
部に入れている子は少ないと思える。コ
ロナにより活動時間が短くなったり、部停
があったりしたが、「やりたい」という強い
想いはないようである。

家庭学習については、「よくあてはまる」が6%減少し、目
標を達成できなかった。しかし、「あてはまる」までを見る
と8%増加している。学んだことをふり返ったり（復習）次の
授業を見通した勉強（予習）を自分で行うことが、様々な
課題解決に必要な力であり、学びに向かう人間力につな
がるものと考える。
今後もガリガリノート（自主学習ノート）の終了冊数に応じ
て段位認定し、励まし褒める機会を持っていく。また、学
習内容の質の向上を図るために、学級担任だけでなく、
教科担任からも学習方法を示していく。その他にも意
欲、習慣を含めた学力に課題を抱える生徒にもきめ細か
く指導していく。
【求める生徒像】
・復習や次の日の予習に取り組む生徒
【具体的な取組】
・一人一人の学習到達状況を確認し、さらに意欲を引き
出すための新たな取組

Ｃ Ｄ Ｄ

49(92)

Ｂ

２
　
生
き
る
力
に
つ
な
が
る
学
力
を
つ
け
る

自ら進んで学習する生
徒の育成　「知」

【１．達成された姿(ゴール)】
・家で勉強している生徒
【２．具体的な取組(Plan)】
・ガリガリノート（家庭学習ノート）の書き方の指
  導，展示
・ガリガリノート一冊終了ごとに段位認定
・テスト前にガリガリタイム（全校生徒で学習する時
  間）を実施
・テスト前にガリ勉タイム（自主学習時間）の確保

⑧
生
徒

学んだことをふり返った
り（復習）次の授業の見
通した勉強（予習）を家
でしている。

ａのみ
Ａー６０％
Ｂー５０％
Ｃー４０％

1
2
教
師

家庭学習の質の向上を図
る取組をしている。

ａ+ｂ
Ａー９０％
Ｂー８０％
Ｃー７０％


